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http://www.city.koto.lg.jp/m(携帯)

有关生活信息请査阅江东区主页。其刊载内容能用翻译软件同时阅览。

코토구(江東區) 홈페이지의 게재 정보는 동시 번역으로 보실 수 있습니다. 생활을 위한 정보등은 이쪽을 봐 주십시오.

12／15(日)9：00〜16：00、区役所本庁舎で窓口業務を行います。取り扱い業務の詳細については、各担当窓口にご確認ください

ネットいじめの被害

と代償〜大人の知ら

ない世界で今起こっ

ていること〜

1／29

(水)
2

街をさまよう若者の

リアルな心の叫びに

寄り添うために

2／5

(水)
3

こどもを虐待から救

うための知っておき

たい重要ポイント

1／22

(水)
1

テーマ日程回

橘ジュン(NPO法人

bondプロジェクト

理事長)

安川 雅史(全国web

カウンセリング協議

会理事長)

山田不二子(NPO法

人子ども虐待ネグレ

クト防止ネットワー

ク理事長)

講師
枝川1-6-15白山湯
牡丹2-4-6第二和泉湯

所在地浴場名

第二久の湯

亀戸3-11-10天神湯
亀戸5-9-7隆乃湯
亀戸6-49-14富山湯
大島1-36-6

森下4-9-18竹の湯
猿江1-18-9亀の湯
住吉2-5-14日の出湯

東陽3-12-11ニュー松の湯
三好1-2-3辰已湯
常盤2-3-8常盤湯

東陽1-6-9金春湯
東陽1-25-10第一弁天湯

木
造
戸
建
て
住
宅
の
耐
震
化
は
︑

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
耐
震
補
強

工
事
を
行
う
の
で
し
ょ
う
か
？

左
図
は
︑
そ
の
一
例
で
す
︒

引
越
し
を
せ
ず
に
住
み
な
が
ら

工
事
を
し
て
ほ
し
い
︑
窓
な
ど
の

開
口
部
は
で
き
る
だ
け
残
し
た
い
︑

リ
フ
ォ
ー
ム
も
一
緒
に
行
い
た
い

な
ど
ご
自
宅
の
状
況
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
要
望
が
あ
る
と
思
い
ま

す
︒
ま
ず
建
築
士
と
よ
く
相
談
を

し
な
が
ら
︑
ご
家
庭
に
最
適
な
補

強
設
計
を
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
︒

最
大
�
�
�
万
円
を
補
助

で
は
︑
補
強
設
計
・
補
強
工
事

に
お
お
よ
そ
の
費
用
・
期
間
は
ど

の
く
ら
い
か
か
る
の
で
し
ょ
う
か
︒

﹁
ち
ょ
っ
と
高
い
な
ぁ
⁝
﹂
と

思
わ
れ
た
あ
な
た
に
朗
報
で
す
！

区
が
行
っ
て
い
る
二
次
診
断
・
補

強
計
画
と
耐
震
補
強
工
事
に
対
し

て
の
﹁
助
成
制
度
﹂
が
あ
り
ま
す

の
で
︑
費
用
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
︒
こ
の
機
会
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
︒

▢問
建
築
調
整
課
建
築
防
災
係

☎
(
�
�
�
�
)


�
�
�

 

虐
待
や
い
じ
め
︑
帰
る
場
所
を
失

い
夜
の
街
を
さ
ま
よ
う
若
者
た
ち
︒

命
さ
え
失
う
悲
し
い
事
件
が
全
国
各

地
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
︒
こ
ど
も
を

本
気
で
守
る
た
め
に
大
人
た
ち
は
今

何
が
で
き
る
の
か
︒
こ
ど
も
た
ち
を

取
り
巻
く
現
状
を
知
る
と
と
も
に
︑

困
難
か
ら
救
い
出
す
た
め
の
重
要
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
学
び
ま
す
︒

▢時
�
月

日
・

日
・
�
月


日

22

29

午
後
�
時
～
�
時
半
︵
水
曜
全
�
回
︶

▢場
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

�
階
第
�
～
�
研
修
室
︵
扇
橋
�
︱

︱

�
︶
▢人
区
内
在
住
・
在
学
・
在

22勤
の
方

人
︵
申
込
順
︑
希
望
す
る

30

回
の
み
の
受
講
も
可
︶
▢費
無
料

▢内
下
表
の
と
お
り

▢保
�
歳
�
か

月
～
未
就
学
児

人
程
度
︑
要
予
約

10

▢締
�
月

日
︵
火
︶

14

▢申

月

日
︵
月
︶
か
ら
電
話
ま

12

16

た
は
メ
ー
ル
に
①
氏
名
②
住
所
③
電

話
番
号
④
希
望
す
る
回
⑤
保
育
の
希

望
を
記
入
し
︑
人
権
推
進
課
人
権
推

進
担
当
へ
☎
︵
�
�
�
�
︶�
�
�
�

▢ｅ
jin
k
e
n
su
ish
in
@
c
ity
.k
o
to
.

lg
.jp

月

日
︵
日
︶
の
冬
至
に
︑
区

12

22

内
公
衆
浴
場
で
ゆ
ず
湯
を
行
な
い
ま

す
︒

歳
以
上
の
方
と
小
学
生
以
下

65

の
方
は
無
料
で
入
浴
で
き
ま
す
︒

ゆ
ず
湯
に
入
る
と
血
行
が
良
く
な

り
体
が
と
て
も
温
ま
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
︒
ゆ
ず
の
和
や
か
な
香
り
を

ぜ
ひ
体
験
し
て
く
だ
さ
い
︒
無
料
入

浴
対
象
の
方
は
当
日
入
浴
の
際
に
浴

場
へ
そ
の
旨
を
告
げ
て
く
だ
さ
い

▢問
消
費
者
セ
ン
タ
ー

☎
(


�
�
�
)
 
�
�
�

所在地浴場名

東砂7-15-1旭湯
東砂8-20-16不二の湯

南砂2-28-15松島泉
南砂4-15-19喜楽湯
東砂3-18-17藤の湯

北砂6-7-3丸八湯
北砂6-14-8文化湯
南砂1-14-9久の湯

北砂3-25-8竹の湯
北砂4-18-11桜湯
北砂4-20-25亀の湯

大島2-37-7らかん湯
大島7-7-3竹の湯
大島7-25-14春の湯

マ
ン
シ
ョ
ン
の
適
切
な
維
持
管
理

の
推
進
を
目
的
に
マ
ン
シ
ョ
ン
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
︒

今
回
は
︑
身
近
に
起
こ
り
う
る
課

題
を
取
り
上
げ
︑
他
の
管
理
組
合
の

取
り
組
み
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
行

う
講
演
で
す
︒
あ
な
た
の
マ
ン
シ
ョ

ン
の
維
持
・
管
理
の
参
考
に
︑
管
理

組
合
理
事
の
方
・
区
分
所
有
者
の
方

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
土
︶
午
後
�
時
～

18

�
時
︵
受
付
午
後
 
時
半
～
︶
▢場

教
育
セ
ン
タ
ー
�
階
大
研
修
室
︵
東

陽
�
︱

�
︱

�
︶
▢人
管
理
組
合
理

事
・
区
分
所
有
者
お
よ
び
関
心
の
あ

る
方
�
 
 
人
︵
申
込
順
︶
▢費
無

料

▢内
講
演
①
マ
ン
シ
ョ
ン
共
用
部

分
の
適
正
管
理
②
管
理
組
合
の
運
営
︑

よ
そ
の
管
理
組
合
は
ど
う
し
て
い

る
？

▢師
首
都
圏
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

士
会
会
員

▢締
�
月

日
︵
金
︶

10

▢申

月

日
︵
月
︶
か
ら
電
話
ま

12

16

た
は
フ
ァ
ク
ス
に
①
マ
ン
シ
ョ
ン
名

②
住
所
③
氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入

し
︑
住
宅
課
住
宅
指
導
係
へ

☎
(
�
�
�
�
)


�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)


�
�
�

出
産
な
ど
を
機
に
退
職
し
た
方
で
︑

育
児
を
し
な
が
ら
就
労
を
希
望
す
る

女
性
を
対
象
に
﹁
育
児
と
仕
事
の
両

立
﹂
を
目
指
す
セ
ミ
ナ
ー
で
す
︒
再

就
職
に
必
要
な
心
構
え
や
職
務
履
歴

書
の
書
き
方
︑
面
接
対
策
な
ど
の
講

義
と
︑
適
職
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト
や
講

師
と
の
座
談
会
を
と
お
し
再
就
職
に

役
立
つ
情
報
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
木
)
・

日
︵
金
︶

30

31

午
後
�
時
～
�
時

▢場
深
川
南
部
保

健
相
談
所
︵
枝
川
�
︱

�
︱

︱

�

15

 
�
︶
▢人
育
児
と
仕
事
の
両
立
を

目
指
す
方
で
︑
両
日
と
も
参
加
で
き

る

方

人
︵
申

込

順
︶
▢費
無

料

30

▢内
セ
ミ
ナ
ー
︵
講
義
︶
﹁
子
育
て

マ
マ
の
一
歩
踏
み
出
す
た
め
の
準
備

講
座
﹂
︑
︵
座
談
会
︶
﹁
働
き
た
い
マ

マ
の
お
し
ゃ
べ
り
広
場
﹂
▢師
小
澤

佳
代
子
ほ
か

▢保
�
歳
�
か
月
～
就

学
前
児
童

人
程
度
︵
無
料
︒
�
月

10

日
︵
火
︶ま
で
に
要
予
約
※
定
員
に

14な
り
し
だ
い
終
了
︶
※
講
義
に
は
お

子
さ
ん
を
連
れ
て
参
加
で
き
ま
せ
ん

の
で
︑
保
育
定
員
を
超
え
た
場
合
は

各
自
対
応
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い

▢申

月

日
︵
火
︶
か
ら
電
話
で

12

17

経
済
課
融
資
相
談
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

▢問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
木
場
船
堀
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ
内
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー

☎
(


�




)
�
�
�
�

窓
口
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
︑
は
が
き
︑

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
①
講
座
名
②
氏
名

・
フ
リ
ガ
ナ
③
生
ま
れ
年
④
性
別
⑤

郵
便
番
号
・
住
所
⑥
電
話
番
号
⑦
フ

ァ
ク
ス
番
号
⑧
保
育
希
望
の
有
無

︵
希
望
の
場
合
は
①
お
子
さ
ん
の
氏

名
・
フ
リ
ガ
ナ
②
生
年
月
日
③
性
別

④
さ
く
ら
ん
ぼ
保
育
室
利
用
経
験
の

有
無
︶
を
記
入
し
︑
〒

︱

扇
橋

135

0011

�
︱

︱

�
パ
ル
シ
テ
ィ
江
東
内
男

22

女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
へ

☎
(


�
�
�
)
 
�
�
�

℻
(


�
�
�
)
 
�
�
 

探
し
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
土
︶
午
前

時
～

25

10

正
午

▢場
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー

▢人

人
︵
抽
選
︶
▢費
無
料

50

▢師
髙
野
て
る
み
︵
巴
里
映
画
代
表
︶

▢保
�
歳
�
か
月
～
就
学
前
幼
児
10

人
程
度
︵
無
料
︒
申
込
時
要
予
約
︶

▢締
�
月


日
︵
日
︶
必
着

▢申

月

日
︵
日
︶
か
ら
電
話
︑

12

15

著
名
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
り
︑
女

性
起
業
家
の
先
駆
者
で
も
あ
る
コ
コ

・
シ
ャ
ネ
ル
︒
﹁
あ
な
た
を
変
え
る

コ
コ
・
シ
ャ
ネ
ル
の
言
葉
﹂
な
ど
の

著
者
で
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
︑
シ

ネ
マ
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
髙
野
て
る

み
さ
ん
を
お
招
き
し
︑
コ
コ
・
シ
ャ

ネ
ル
の
言
葉
を
通
じ
て
現
代
を
生
き

る
私
た
ち
の
生
き
方
へ
の
ヒ
ン
ト
を

地震に強い木造住宅の7つのポイント
(補強方法の一例※下記方法から複数を選択)

①耐力壁の設置…壁に筋かいを入れたり、構造用合板で補強する

②耐力壁をバランス良く配置…開口が多い部分に新たに耐力壁

をつくる

③屋根の軽量化…瓦を金属板葺き等に変更する

④柱・梁・土台の緊結…補強金物やアンカーボルトで緊結する

⑤基礎の補強…基礎の増打ちをしたり、鉄板等で補強する

⑥土台や柱の腐朽防止…防腐、防蟻処理を行う

⑦建物の一体化…2階床面、小屋面を構造用合板に変更して強く

し、地震の揺れを耐力壁に伝える

ステップ 2 補強設計

2〜400万円程度・1〜2か月程度
区助成(上限150万円・助成割合1／2)

区への申請で耐震診断士を派遣(無料)
(一次(簡易)診断)

30万円程度・2〜3週間程度
区助成(上限10万円)
(二次(精密)診断・補強計画)

ステップ 3 耐震補強工事

ステップ 1 耐震診断


